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１． 本課題の研究の背景、目的、関係するプロジェク

トとの関係 

ハドロン物理学における多くの現象は、強相関性

のために摂動論的解析が困難である。これは、ハ

ドロン物理学を支配している強い相互作用の特

徴である。本課題では、格子ゲージ理論の手法を 

利用することで、ハドロン物理学を非摂動的に厳

密解析することを目的とした。格子ゲージ理論で

は、人間の力では不可能な計算を、スーパーコン

ピュータ上で数値的に計算する。本課題では、特

に、ある特定の環境下でハドロンの性質がどのよ

うに変化するかを調べるため、格子ゲージ理論に

おける新しい計算手法を定式化した。 

 

２． 具体的な利用内容、計算方法 

本年度は、RICCシステム利用初年度のため、ま

ず他機関のスーパーコンピュータからのシステ

ムの移行を行った。その後、我々が新しく定式化

した計算手法の実用に向けて、RICCシステム上

でいくつかのテスト計算を行った。また同時に、

今後行う本計算に用いるためのシミュレーショ

ンパラメータの探索を行った。 

 

３． 結果 

テスト計算の結果、我々の計算手法を用いて、対

象となる物理現象の解析が実際に可能であるこ

とが確認できた。現段階では、本計算と論文発表

を終えていないため、具体的な計算結果を報告す

ることは出来ないが、今後の本計算によって新し

い研究結果が得られると期待される。 

 

４． 今後の計画・展望 

来年度は、今年度行ったテスト計算に基づいて、

本計算を行い、その研究結果を学術論文に発表す

る予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 


